
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 

発表演題名 亜鉛鉱山廃止前後における近傍河川水金属濃度の挙動 

発表学会名 第８回 福井大学地域環境研究教育センター研究発表会 

「日本海地域の自然と環境」 

発表者名 森山 充（環境部） 

開催場所 福井大学アカデミーホール（文京キャンパス） 

発表日時 平成２８年１２月２日（金） 

発表内容 福井県が 32 年間モニタリングしてきた廃止前後における鉱山近傍河川

水の亜鉛など金属濃度のデータから，廃止鉱山の公共水域への影響を評価

した． 

 亜鉛鉱山の近傍を流れる九頭竜川支流大納川に定点を設け，4，6，10

および 12 月に表層から採水し金属濃度測定を行った結果，全亜鉛濃度は

鉱山廃止以降減少傾向を示し，2006年以降ではほとんど検出されなくなっ

た．また，採水月別の結果については有意差が見られなかった． 

 1987 年の鉱山廃止以降，全亜鉛濃度は減少傾向を示したこと，2006 年

以降は検出されなくなったことから，公共水域への影響は無視できるほど

小さくなったと考えられた．また，採水月別データに差が無かったので，

モニタリングの簡素化も可能と言えた． 

 

 

 


